
組織の方針の確認、課題の発見と整理

Ａ 組織の方針(使命) B 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段）

組織の基本方針又は
使命

組織の課題のうち今年度取り組むものを
優先順に

どのようなニーズに
基づくのか
どのような成果を目
指すのか

重点目標項目を実現
するため行う活動や
手段

１．時代の変化に対応した新たな都市づくり ・みんなが住み続けたいと思えるよう、まちの価値を高め、
魅力をさらに発展させるため、都市基盤の新たな整備及び
再整備を推進する。

・田辺中央北地区における新市街地整備の促進
・新田辺駅東地区における市街地再整備の促進
・大住工業専用地域の拡大整備の促進
・市北部の交通対策の推進
・都市計画道路大住草内線整備事業の推進

２．安心で住み続けることができるまちづくり ・誰もが住み続け、また戻ってきたいと思えるまちづくりを進
めるため、市民の安心を支える事業を推進する。

・公共交通の充実、総合的な交通政策の推進
・バリアフリー化事業の推進
・空家等対策の推進
・高齢者と大学生が共に住む住宅施策の検討

３．地域に住む人々の.生活の質の向上 ・緑豊かで健康な文化田園都市の実現を目指し、市民生活
を豊かにする事業を推進する。

・田辺公園拡張整備事業の推進
・水辺の散策路環境整備事業の推進
・遊歩道（山手東上西野線）整備事業の推進
・防賀川公園人工芝改修事業の実施
・京田辺市すてきなまちなみ支援事業の促進

・交通安全対策及び交通安全環境整備の推進
・新西浜樋門、久保田樋門等の治水対策事業の促進
・排水困難地対策事業の推進
・橋梁長寿命化修繕事業の推進
・建築物の耐震対策の促進（民間木造住宅、ブロック塀）

　「みんなが住み続けたいと思えるまち」を基
本理念に、京田辺に住む人の生活の質を向
上させ、時代の変化に対応した新たな都市
づくりを進めるため、建設部門の果たすべき
役割を適切に執行管理する。

４．誰もが安全に暮らせるまちづくり ・市民が安全に暮らし続ける生活基盤の充実を図るため、
インフラの安全対策事業を推進する。
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